
2023年 4月 23日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒4番（旧 7番）（SK姉） 

『アバ父と神を』 

 

 

聖書⇒ヨハネの黙示録 22:7、12~13、20~21節（MM姉） 

『見よ、わたしはすぐに来る。この書物の預言の言葉を守る者は、幸いである。」 

 

見よ、わたしはすぐに来る。わたしは、報いを携えて来て、それぞれの行いに応じて報いる。わたしはアルフ

ァであり、オメガである。最初の者にして、最後の者。初めであり、終わりである。 

 

以上すべてを証しする方が、言われる。「然り、わたしはすぐに来る。」アーメン、主イエスよ、来てください。

主イエスの恵みが、すべての者と共にあるように。』 

 

礼拝讃美歌⇒194番（旧 112番） 

『まもなく主来ます』 

 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 15:16節（ES姉） 

『あなたがたがわたしを選んだのではない。わたしがあなたがたを選んだ。あなたがたが出かけて行って実を

結び、その実が残るようにと、また、わたしの名によって父に願うものは何でも与えられるようにと、わたし

があなたがたを任命したのである。』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 21:20~22節 

『ペトロが振り向くと、イエスの愛しておられた弟子がついて来るのが見えた。この弟子は、あの夕食のとき、

イエスの胸もとに寄りかかったまま、「主よ、裏切るのはだれですか」と言った人である。ペトロは彼を見て、

「主よ、この人はどうなるのでしょうか」と言った。イエスは言われた。「わたしの来るときまで彼が生きて

いることを、わたしが望んだとしても、あなたに何の関係があるか。あなたは、わたしに従いなさい。」』 

 

（祈り） 

 

礼拝讃美歌⇒179番（旧 218番）（KH兄） 

『神の備えにし』 



 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 22:14~20節（KH兄） 

『時刻になったので、イエスは食事の席に着かれたが、使徒たちも一緒だった。イエスは言われた。「苦しみ

を受ける前に、あなたがたと共にこの過越の食事をしたいと、わたしは切に願っていた。言っておくが、神の

国で過越が成し遂げられるまで、わたしは決してこの過越の食事をとることはない。」そして、イエスは杯を

取り上げ、感謝の祈りを唱えてから言われた。「これを取り、互いに回して飲みなさい。言っておくが、神の

国が来るまで、わたしは今後ぶどうの実から作ったものを飲むことは決してあるまい。」それから、イエスは

パンを取り、感謝の祈りを唱えて、それを裂き、使徒たちに与えて言われた。「これは、あなたがたのために

与えられるわたしの体である。わたしの記念としてこのように行いなさい。」食事を終えてから、杯も同じよ

うにして言われた。「この杯は、あなたがたのために流される、わたしの血による新しい契約である。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒146番（旧 61番） 

『小羊の血にて』 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒ルカによる福音書 10:25~37節（KH兄） 

『すると、ある律法の専門家が立ち上がり、イエスを試そうとして言った。「先生、何をしたら、永遠の命を

受け継ぐことができるでしょうか。」イエスが、「律法には何と書いてあるか。あなたはそれをどう読んでいる

か」と言われると、彼は答えた。「『心を尽くし、精神を尽くし、力を尽くし、思いを尽くして、あなたの神で

ある主を愛しなさい、また、隣人を自分のように愛しなさい』とあります。」イエスは言われた。「正しい答え

だ。それを実行しなさい。そうすれば命が得られる。」 

しかし、彼は自分を正当化しようとして、「では、わたしの隣人とはだれですか」と言った。 

イエスはお答えになった。「ある人がエルサレムからエリコへ下って行く途中、追いはぎに襲われた。追いは

ぎはその人の服をはぎ取り、殴りつけ、半殺しにしたまま立ち去った。ある祭司がたまたまその道を下って来

たが、その人を見ると、道の向こう側を通って行った。同じように、レビ人もその場所にやって来たが、その

人を見ると、道の向こう側を通って行った。ところが、旅をしていたあるサマリア人は、そばに来ると、その

人を見て憐れに思い、近寄って傷に油とぶどう酒を注ぎ、包帯をして、自分のろばに乗せ、宿屋に連れて行っ

て介抱した。そして、翌日になると、デナリオン銀貨二枚を取り出し、宿屋の主人に渡して言った。『この人

を介抱してください。費用がもっとかかったら、帰りがけに払います。』さて、あなたはこの三人の中で、だ

れが追いはぎに襲われた人の隣人になったと思うか。」律法の専門家は言った。「その人を助けた人です。」そ

こで、イエスは言われた。「行って、あなたも同じようにしなさい。」』 



 

聖書⇒ヨハネによる福音書 21:15~19節（ES姉） 

『食事が終わると、イエスはシモン・ペトロに、「ヨハネの子シモン、この人たち以上にわたしを愛している

か」と言われた。ペトロが、「はい、主よ、わたしがあなたを愛していることは、あなたがご存じです」と言

うと、イエスは、「わたしの小羊を飼いなさい」と言われた。二度目にイエスは言われた。「ヨハネの子シモン、

わたしを愛しているか。」ペトロが、「はい、主よ、わたしがあなたを愛していることは、あなたがご存じです」

と言うと、イエスは、「わたしの羊の世話をしなさい」と言われた。三度目にイエスは言われた。「ヨハネの子

シモン、わたしを愛しているか。」ペトロは、イエスが三度目も、「わたしを愛しているか」と言われたので、

悲しくなった。そして言った。「主よ、あなたは何もかもご存じです。わたしがあなたを愛していることを、

あなたはよく知っておられます。」イエスは言われた。「わたしの羊を飼いなさい。はっきり言っておく。あな

たは、若いときは、自分で帯を締めて、行きたいところへ行っていた。しかし、年をとると、両手を伸ばして、

他の人に帯を締められ、行きたくないところへ連れて行かれる。」ペトロがどのような死に方で、神の栄光を

現すようになるかを示そうとして、イエスはこう言われたのである。このように話してから、ペトロに、「わ

たしに従いなさい」と言われた。』 

 

聖書⇒マルコによる福音書 10:35~40節 

『ゼベダイの子ヤコブとヨハネが進み出て、イエスに言った。「先生、お願いすることをかなえていただきた

いのですが。」イエスが、「何をしてほしいのか」と言われると、二人は言った。「栄光をお受けになるとき、

わたしどもの一人をあなたの右に、もう一人を左に座らせてください。」イエスは言われた。「あなたがたは、

自分が何を願っているか、分かっていない。このわたしが飲む杯を飲み、このわたしが受ける洗礼を受けるこ

とができるか。」彼らが、「できます」と言うと、イエスは言われた。「確かに、あなたがたはわたしが飲む杯

を飲み、わたしが受ける洗礼を受けることになる。しかし、わたしの右や左にだれが座るかは、わたしの決め

ることではない。それは、定められた人々に許されるのだ。」』 

 

礼拝讃美歌⇒356番 

『イエスの愛にこたえ行く』 

 

 

 

 

《建徳要旨》 


